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SDGs入門出前講座

特定非営利活動法人長野県NPOセンター



地域における民間非営利組織活動の発展を目指し、市民セクター自らの手に
よる民間支援組織として、新たな市民社会の実現に向け、民間非営利組織が、
地域や分野を越え幅広く活動するための基盤づくりを進めると共に、
企業や行政とのパートナーシップの形成を促進することを目的とする。

目的

事業
内容

・NPO支援、市民公益活動センター受託（長野市、佐久市）
・長野県災害時支援ネットワーク事務局
・就労支援、こどもの居場所事業、若者の社会参画事業
・SDGsの理念普及、パートナーシップ促進

１９９９・４〜



本日つかんでほしいこと
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・SDGsが採択された背景をつかむ

・どんなことが課題になっているか知る

・具体的な取り組みに触れる



SDGsとは？
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SDGsとは？

SDGsとは「Sustainable Development Goals」
＊直訳すると「持続可能な開発目標」の略称です。

2015年9月の国連サミットで採択されました。



6

問1

世界の人口のうち、極度の貧困にある人の割合は、

過去20年でどう変わったでしょう？

A. 約2倍になった
B. あまり変わっていない
C. 半分になった

正解 C
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問2

これから100年で地球の平均気温はどうなる？
A. 暖かくなる
B. 変わらない
C. 寒くなる 正解 A



長野県の気温上昇の予測
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ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals: 
MDGs）は， 2000年9月にニューヨークで開催された国
連ミレニアム・サミットで採択された国連ミレニアム宣

言を基にまとめられました。

MDGsは，極度の貧困と飢餓の撲滅など，2015年までに達
成すべき8つの目標を掲げ，達成期限となる2015年までに
一定の成果をあげました。その内容は後継となる持続可

能な開発のための2030アジェンダ（2030アジェンダ）に
引きつがれています。

MDGsからSDGsへ
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国連加盟193か国が2016年～2030年の15年間で達成する行動
計画です。

2030年に向けた17の大きな目標と、それらを達成するための
具体的な169のターゲットで構成されています。

キー数字
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２. 飢餓をゼロ
飢餓に終止符を打ち、食料の
安定確保と栄養状態の改善を
達成するとともに、持続可能
な農業を推進する

３.すべての人に
健康と福祉を

あらゆる年齢のすべての人の
健康的な生活を確保し、福祉
を推進する

４. 質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的(※)かつ
公平で質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

５. ジェンダー平等を
実現しよう

ジェンダーの平等を達成し、
すべての女性と女児のエンパ
ワーメントを図る

６. 安全な水とトイレを
世界中に

すべての人に水と衛生へのア
クセスと持続可能な管理を確
保する

SDGs 17ゴール

１. 貧困をなくそう
あらゆる場所で、あらゆる形
態の貧困に終止符を打つ



日本の世界ランキングは、2020年に17位

参照
国連持続可能な開発ソリューション・ネットワーク(SDSN)



相対的貧困（SDG1）

女性国会議員の人数（SDG5）

男女の賃金差（SDG5）

家事・子育てなど無賃労働時間の男女差（SDG5）

一次エネルギー供給量に占める再生可能エネルギーの割合（SDG7）

パルマ比率（所得格差、所得の不平等を示す指標でジニ係数に代わる指標とされている）（SDG10）

1人あたりの電子廃棄物量（SDG12）

エネルギー消費に伴う1人あたりの二酸化炭素排出量（SDG13）

輸入に伴う1人あたりの二酸化炭素排出量（SDG13）

実効炭素税率（排出枠価格、炭素税、エネルギー税の合計）（SDG13）

日本の取り組みが遅れている課題①



海洋健全度指数（OHI：Ocean Health Index）（SDG14）

漁獲されすぎた、もしくは崩壊した魚種資源から獲られた魚の割合
（SDG14）

輸入に伴う海洋生物多様性への脅威（100万人あたり）（SDG14）

レッドリスト（絶滅の危険がある野生生物のリスト）（SDG15）

輸入に伴う地上・淡水の生物多様性への脅威（100万人あたり）（SDG15）

国民総所得（GNI）に含まれる政府開発援助（ODA）の割合（SDG17）

金融秘密度スコア（SDG17）

日本の取り組みが遅れている課題②

目標の達成度を計るために指標が112個あり
日本は17の指標が赤になっている



15

8. 働きがいも経済成長も
すべての人のための持続的、包
摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワーク（働きがいのあ
る人間らしい仕事）を推進する

９. 産業と技術革新の基盤を
つくろう

強靭なインフラを整備し、包
摂的で持続可能な産業化を推
進するとともに、技術革新の
拡大を図る

10 . 人や国の不平等を
なくそう

国内および国家間の格差を是
正する

11 . 住み続けられる
まちづくりを

都市と人間の居住地を包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にす
る

12 . つくる責任つかう責任
持続可能な消費と生産のパタ
ーンを確保する

SDGs 17ゴール

7. エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

すべての人々に手ごろで信頼
でき、持続可能かつ近代的な
エネルギーへのアクセスを確
保する
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14 . 海の豊かさを守ろう
海洋と海洋資源を持続可能な
開発に向けて保全し、持続可
能な形で利用する

15 . 陸の豊かさも守ろう
陸上生態系の保護、回復およ

び持続可能な利用の推進、森
林の持続可能な管理、砂漠化
への対処、土地劣化の阻止お
よび逆転、ならびに生物多様
性損失の阻止を図る

16 . 平和と公正をすべての人に
持続可能な開発に向けて平和で
包摂的な社会を推進し、すべて
の人に司法へのアクセスを提供
するとともに、あらゆるレベル
において効果的で責任ある包摂
的な制度を構築する

17 . パートナーシップで
目標を達成しよう

持続可能な開発に向けて実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化す
る

SDGs 17ゴール

13 . 気候変動に
具体的な対策を

気候変動とその影響に立ち向
かうため、緊急対策を取る
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問3

1人1日あたりのごみ排出量が
最も少ない都道府県は？

A. 京都府
B. 長野県
C. 鳥取県 正解 B





日本の「食品ロス」

（64３万トン）
(201６)

世界全体の
食料援助量(2015)
約３２０万トン

規格外品、売れ残り等により
手つかずのまま廃棄される食品

事業系

うち可食部分と考え

られる量

（３5２万トン）

規格外品、返品、

売れ残り、食べ残し

家庭系

うち可食部分と考えら

れる量

（2９１万トン）

食べ残し、過剰除去

直接廃棄

国民１人１日当たり
食品ロス量

約１３９ｇ
（茶碗１杯のご飯の量）

資料：ＷＦＰ，総務省人口推計（２６年度）

◇ 日本の食品ロスの大きさ

農林水産省提供資料

＜食品ロスの現状＞

特定非営利活動法人フードバンク信州から提供
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フードバンク信州子ども応援キャンペーン

実施時期：夏休み・冬休みの給食のない期間

特定非営利活動法人フードバンク信州から提供



SDGsの理解の深まりが、課題を発⾒・解決する
きっかけに・・・
・⾃治体や企業やNPOが「共通⾔語」として活⽤

・社会にある問題の全体像をつかもうとする時に参考にする。

・取組んでいる活動や関⼼ごとが他の社会、世界とつながっ
ているという実感がもてる。

・活動に新しさを加味できる。

・活動の仲間を増やす機会となる。
ex 環境×⼦ども×災害×地域間格差×多⽂化共⽣×平和

©SDGsジャパン



SDGsの考え方
“誰ひとり取り残さない”
すべての人のための目標の達成をめざし、もっとも

脆弱な立場の人々に焦点をあてます。

5つのP 
- People, Planet, Prosperity, Peace, Partnership
人間、地球、豊かさ、平和のための目標であり、

国際社会のパートナーシップにより実現をめざします。

経済、社会、環境の調和
SDGsは、MDGsの下で達成できなかった目標に引き
続き取り組むとともに、MDGsには含まれていなかっ
た平和や暴力等の課題、また、近年明らかになってき

た格差の拡大や環境問題等にも取り組む、包括的な目

標です。それぞれの目標は密接に関連しており、経済、

社会、環境の3つの側面のバランスのとれた、持続可
能な開発をめざしています。
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SDGs 17ゴール

24



SDGsと企業
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SDGsをめぐる業界団体の動き

経団連「企業行動憲章」改定

一般社団法人日本経済団体連合会では、2017年11月
に、会員企業に向けた行動指針「企業行動憲章」に

SDGsの理念を取り入れた改定を行いました。
改定の主なポイントは、SDGsに示されている社会的
課題の解決に企業も積極的に取り組むことを促してい

ることであり。会員企業が自社だけでなく多様な組織

との協働を通じて、持続可能な社会の実現に向けて行

動することを推進しています。
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27 出典：年金積立金管理運用独立行政法人ホームページ

2015年国連責任投資原則(PRI)に署名



企業にとってSDGsとは

Ø 生存戦略になる

取引先のニーズの変化や新興国の台頭など、企業の生存競争はますま

す激しくなっています。今後は、SDGsへの対応がビジネスにおける

取引条件になる可能性もあり、持続可能な経営を行う戦略として活用

できます。

Ø新たな事業機会の創出
取引をきっかけに、地域との連携、新しい取引先や事業パートナーの

獲得、新たな事業の創出など、今までになかったイノベーションや

パートナーシップを生むことに繋がります。
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企業にとってSDGsとは

Ø 企業イメージの向上

SDGsへの取組をアピールすることで、多くの人に「この会社は信用で
きる」、「この会社で働いてみたい」という印象を与え、より多様性

に富んだ人材確保にもつながるなど、企業にとってプラスの効果をも

たらします。

Ø社会課題への対応
SDGsには社会が抱えている様々な課題が網羅されていて、今の社会が
必要としていることが詰まっています。これらの課題への対応は、経

営リスクの回避とともに、社会への貢献や地域での信頼獲得にも繋が

ります。
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地域企業では
・滋賀銀⾏は、2017年11⽉22⽇に『しがぎんSDGs宣⾔』を発表し、地域の
SDGs推進企業の⾦利優遇を実施
・愛知中⼩企業家同友会では、「ビジネスと⼈権に関する指導原則」に関する
向けた取り組みを始める（社会的責任向上のためのNPO/NGOネットワーク
勉強会より2018年２⽉20⽇）
・“学⽣服リユース”を⾏っている⾹川の「さくらや」は、2018年6⽉3⽇に四国
SDGs88を⽴ち上げる
・横浜型地域貢献企業⽀援事業を推進している、横浜市、地域企業では、
SDGs勉強会を実施
・ジャパンSDGｓアワードでも地域企業が受賞

©SDGsジャパン



水島紙店×食育体験教室コラボ×にっこりひろば
「紙で手提げ袋」

★脱プラスチック

★子ども・子育て世代の社会参加

★ＮＰＯの意識開発



SDGsと若者

35



ユースリーチとは？

長野の高校生・大学生が主体

（学校の枠を超えて）※対象25歳未満の学生

メンターNPO・企業（アドバイス・資源提
供）

仲間づくり
（“部活”）

自己
実現

社会課題
解決

「長野を少しずつもっと良くする！」

やりたいこ
とができる

社会・地域を
変える

参加・協力する

☓ ☓

長野県NPOセンター（後方支援→人材育成・コミュニティ形成）

助成 独立行政法人環境再生保全機構地球環境金
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新学期応援フェス 2019.4

高校生、大学生（以下高大生）100名参加

ユースリーチへ参加するきっかけは？
・楽しそうに活動していた友人の姿に惹かれたから
・「何かしたいのに何も出来ない」という思いを無くす
・大人が用意した中での活動ではなく、自分たちで動けるから
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72%

28%

SDGsを知っていますか？(高大生の認知度)

知っていた

知らなかった

N＝88 新学期応援フェスに参加した高大生からのアンケート結果

ちなみに長野県内
中小企業のSDGs
の認知度約13％
（H30.10月関東経済産業局調査）



高大生が最も関心のあるSDGs17の目標は？

18%

18%

11%
11%

6%
6%
5%
5%
5%
5%

新学期応援フェス事前アンケート(n＝62)
10人や国の不平等をなくそう

11住み続けられるまちづくりを

1貧困をなくそう

4質の高い教育をみんなに

3すべての人に健康と福祉を

8働きがいも経済成長も

7エネルギーをみんなにそして
クリーンに
9産業と技術革新の基盤をつく
ろう
12つくる責任つかう責任



世代を超えて
住みやすい長
野をつくる！

具体的に目指していること

教育の格差を
なくす！

信州にゴミ拾い
革命を起こす！

長野の山文化
を継承する！

ひとりでも長野
の子供を笑顔
にする！

高校生にも居
場所をつくる！

差別や
偏見をなくす！

ユースリーチメンバーになった高大生の声 自己評価アンケート結果より
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ユースリーチ年間スケジュール



◯「ながのこどもわくわくカフェ」学びサポーター
小学生から中学生を対象とした学習支援、食事提供、相談
8月5日、20日夏休みスペシャル開催
被災地の児童の遊び場支援、中学3年生の学習支援

分野：子育て・教育 構成：学生スタッフ8人、メンター1人

＜ながのこどもわくわくカフェ＞

◯ヒューマンライブラリーの運営企画
1人の人生を本に見立て聞き、偏見を捨て相互理解の場作り
・11月17日 まちなかキャンパスうえだで開催
・11月30日 長野市権堂で開催

＜ヒューマンライブラリー＞
分野：人権福祉 構成：学生スタッフ12人、メンター1人

2019年ユースリーチ活動1



◯外国旅行者向け街案内マップの作成
◯外国籍の児童との交流イベントボランティア
◯SDGsを体感しよう！手提げ作りWS、ゲーム制作

分野：まちづくり 構成：学生スタッフ12人、メンター1人

＜高校生の居場所Fourth Place＞

＜信州から環境革命を！えしかるもざいく＞

◯SDGsって？パンフレット作り
◯楽しくゴミ拾い清走中の企画
◯エシカル消費を広めよう！Youth 広報

2019年ユースリーチ活動2

◯高校生の居場所作り、将来的には世代間交流も！
長野駅前など空きスペースを活用した居場所作りを目指す
アンケート、ヒアリング調査でニーズ把握
9月20日18時～ 信州学び創造ラボ 高校生の居場所WS開催

＜人や国の不平等をなくすACT＞
分野：国際理解 構成：学生スタッフ12人、メンター1人

分野：環境保全 構成：学生スタッフ3人、メンター1人
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⾼⼤⽣災害情報共有会議

令和元年東日本台風の影響を受け

信州高大連携復興支援チーム結成
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57%

43%

地域と連携し持続可能なまちづくりに

貢献できた生徒の割合

できた

できなかった

N＝33 2019年校外活動「ユースリーチ」に参加した生徒へのアンケート結果

活動に参加した学生
の中では大きな意識
の変化等があったと思
うが、それが町全体に
広がっているという実
感は持てないから。

様々な人が自分の身近にい
ること、その人が考えることが
本当の当事者の立場に立つ
ということについて触れること
ができたから。ことができた
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N＝33 2019年校外活動「ユースリーチ」に参加した生徒へのアンケート結果

84%

13%

3%

長野が好きだと答えた

生徒の割合

好きだ

分からない

好きではな

い

33%

40%

27%

10年後長野に住みたいと思う
生徒の割合

住みたい

わからない

住みたくな

い

⻑野への愛着⼼と定住意識

私自身長野はあまり好きではないが、
ユースリーチのおかげで長野の人は好きになった。

生まれ育った場所であり、お世話になった人や
大切な人が住んでいるから。空気が良くて、物価
が安い。



②

① ③

地域企業

市民社

会ネット
ワーク

環境省
EPO
中部

探求的学び
の講師派遣

アクション
プラン支援

多世代交流
キャリア教育

学校外でのアクション
プラン企画実施

長野県NPOセンター

大学等

高校等

②行政、全国的ネットワーク
との連携

目指す姿
高校卒業後、信州の関係人口を増やす

信州の高校生を応援する
地域連携コンソーシアム構想

高校生・大学生

長野県

①学校機関との連携
学生募集、
学校内で啓発

メンター、
寄付金支援

③県内のNPO・企業
との連携

メディア

ながの

協働ね
っと

SDGsの知識提供、
講師派遣

目標：持続可能なま
ちづくりに貢献した
生徒 80%

目標：民間基金500万円
目標：10年後長野に住みた
いと思う生徒 80％





SDGsの本質
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ビジョンを立てること

51

バックキャスティング
=目標実現のために何

ができるか

現
状

未来の姿

現在 未来

フォアキャスティング
=現状から何をするか

到達点？



SDGsの本質
1. ある活動が他の活動に影響（連鎖）する

2. 同時に複数の課題を解決していく

3. ビジョンを描く（バックキャスティング）

4. 目標を目に見える形にする（指標化）

5. 活動の仲間を増やす

ex 食ロス×貧困
➡NPO、企業、自治体の共通言語に！



SDGsをさらに深めるために

1. 今日から意識して行動するために

国連広報センター

持続可能な社会のためにナマケモノにもできるアクションプランガイド

2. 企業とSDGsの紐付けを考える

環境省 持続可能な開発目標(SDGs)活用ガイド


